
  

「あたたかい心」と「おもいやり」 
～みんなもよくなり、自分もよくなる～ 

 

校長 尾上 清 

 

 暦の上では立春を迎えますが、まだまだ寒い日が続いています。朝、校門に立つと、冷

たい空気の中でも子供たちが元気に挨拶を交わし、友達と関わりながら一日をスタートし

ている姿が見られ、心が温かくなります。 

 浜松市内の学校では、インフルエンザが流行しており、泉小学校にも広がりを見せてい

ます。学校では、手洗いや換気、衣服の調節等、感染症予防や体調管理に引き続き配慮し

ていきます。是非、御家庭でも感染症予防に御配慮いただき、体調が優れない場合は無理

をさせない対応をお願いします。 

 

 さて、２月と言えば節分。節分とは季節の節目である立春、

立夏、立秋、立冬の前日のことを言い、年に４回あります。冬

から春に移る立春は、旧暦では正月節にあたり、２月の節分は

一年の始まりとして特に重んじられていました。昔から季節の

分かれ目には邪気が入りやすいと考えられており、様々な邪気

ばらい行事が行われてきました。豆まきも、新年を迎えるため

の邪気ばらい行事でした。 

 このように、日本には、昔から伝わる伝統行事があり、それぞれに人々の大切な願いや

思いを伝えて、今もなお伝承されています。ＡI到来、グローバル社会、少子高齢化等、

目まぐるしく変わる時代だからこそ、日本の伝統行事や地域社会に伝わる様々な行事や

人々の思いに、目や耳を傾け、大切なことを忘れることのないよう、心を整える場として

大切にしていきたいと思います。 

 

 厄は、人間の感情の中から生まれることもあります。立場や意見の違いから生じる怒

り、誹謗中傷、いじめ、暴力、戦い。国際社会の中でも争いごとは尽きません。そして、

日本の各地でも、悲しい事件が立て続けに報道されています。大変悲しいことです。 

 考え方の相違があるのは当たり前です。それを話合いで解決できるのが人間です。相手

の状況や思いを理解し、考え、話し合い、解決策を見出すことができるはずです。子供た

ちには、あたたかい心や思いやりの精神、人権感覚を身に付けてほしいと思います。そし

て、問題が発生したら様々な角度から考え熟考し、周りの人たちと協力して熟議し、問題

解決ができる、ポジティブ思考をもった大人になってほしいと願います。 
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【先週末の朝会で、子供たちに以下のような話をしました。（主な内容を抜粋）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月は一年のまとめに向けて、学習や生活を振り返る大切な時期です。今週末の 13日

（金）には、参観会・担任よりお知らせする会があります。ぜひ、お子さんの学習の様子

や成長した姿を御覧いただけたらと思います。そして、３月の修了、卒業に向け、御家庭

と学校が連携し、子供たちの成長を共に喜び合えるよう、教職員一同、心を込めて教育活

動に取り組んでいきます。今後とも御理解と御協力をよろしくお願いします。 

３学期の始業式に「仲間との絆を深める３学期にしよう」という話をしました。 皆

さん、クラスや周りの友達のことを大切にしながら生活していますか。一緒に活動でき

る良さや喜びを味わえていますか。 

学校や学級には、いろいろな人がいます。体の大きい人、走るのが速い人、力が強い

人、手先が器用でものを作るのが上手な人、人を楽しませるのが得意な人など様々です。

人それぞれ違うところをもっていることを「個性」と言います。どの子も個性をもって

います。 

 

そんな個性をもった人たちが集まって、みんなが成長していけるように、助け合った

り、協力し合ったりして生活するところが学校です。ですから、自分のことばかり考え

ずに、相手のことを思いやって生活することが大切です。 

 

ところが、人はどうしても自分の考え方や感じ方を基準にして、物事を見たり考えた

りしてしまうものです。そして、自分中心に 自分だけのことを考えて行動してしまう

ことがあります。 

 

もしも、学校や学級にそういう人たちがたくさんいたらどうでしょう。きっと、一緒

に遊ぶことが難しく、楽しくないでしょう。みんなで生活をする場では、自分だけがよ

いという考えではなく、みんなのためを考えて行動することが必要です。 

 

そんなことに関わるちょっとしたお話をします。 

※ お客さんが来なくて困っていた温泉町が、個人の利益ではなく「温泉町全体の

旅館のためになるになるように考え、行動したことですべての旅館にお客さんが

あふれ、結果的に自分の旅館のためにもなった。」という話をしました。 

 

皆さんは、この話を聴いてどう思いますか。 

学級や委員会活動などで何かをしようとするときも同じです。 

「自分は何をしようか。」「自分はどうするのがよいか。」と考えるときに、「みんなのた

めになること」を考えてみるとよいのではないでしょうか。 

 

自分がよくなるためにどうするかを考えるよりも、みんながよくなるためにどうする

かを考えた方が、結局は自分のためになっていることがよくあります。 

「みんなもよくなり、自分もよくなる」 

すばらしい考え方ですよね。 

 

「みんなもよくなり、自分もよくなる」 

ぜひ、この言葉を参考にして、 

引き続き「仲間との絆を深める」ことにチャレンジしてみてください。 

 

皆さん、一人一人のチャレンジが、泉小学校を 

「一人一人が輝く 楽しい学校」 

にしていく大きな力となります。 


